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ひびき合い、つくり合う 
 

 今年度は５月にコロナ感染症が５類に移行となり、旅行なども含め様々な社会活

動も少しずつ、コロナ前の状況に戻って来ました。学校も同様で、1 学期には、各

学部が工夫を凝らし、それぞれ日々の学習の成果の発表として運動会やスポーツ大

会も行うことができました。 

 

 日々、子どもたちと接していますと、つい、できないことに目が行きがちですが、

本人ができることや、やりたいことに注目して、本人の思いがかなうように関係者

が連携し、夢の実現（自立）のために何が必要かを考える取り組みがあります。○

○になりたい、○○をしたいなど、子どもの夢を皆で共有し、そのために、どのよ

うな人がどのように関わる必要があるのか、どのような力を身につけたら良いのか

を話し合って実際に何をするのかを伝えあうものです。 

 

 夏季休業中の職員研修を通して、更に子どもたちや保護者の皆様との思いを中心

に医療・福祉・行政・地域等の関係機関と連携していくことの大切さを痛感してい

ます。 

 みんなの笑顔と優しい言葉で「よかったね、よかったよ」と「ひびき合い」、元気

で楽しい学校生活を「つくり合う」、そんな藤枝特別支援学校の強くて優しい子ど

もたちの成長と夢の実現（自立）を目指して、私たち一人ひとりが学び合い、高め

合う教職員集団の一員として、安全・安心な教育活動を継続していきます。 

  

保護者の皆様や関係者の皆様にも、御支援、御協力 

をいただきながら、教育活動を進めてまいりますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

校長 岩附 祥子 



≪小学部≫<運動会 めざせ優勝 エイ! エイ! オー!> 

６月 6 日（火）～8 日（木）に運動会を行いました。 

感染対策のため三日間に分散して開催しました。6 月 

で雨天が多い中、この三日間は奇跡的に雨があがり、予 

定通り開催することができました。 

6 年生が中心となり、優勝カップを手作りしたり、当 

日の運営をしたりして活躍してくれました。また、学部みんなで国旗、ポスター、

看板などを作り、みんなが「ひとつになって」運動会を作り上げました。さらに、

今年度は全校で赤、白を分け、総合優勝を目指して競い合いました。勝って嬉々と

した表情の児童、負けて悔し涙を見せた児童、それぞれの児童たちから運動会に向

けた思いが伝わってきて、感動を呼んだ三日間でした。 

<4 年ぶりの校内宿泊学習 学校に泊まろう> 

 7 月 20 日(木)～21 日(金)にかけて、小学部 5 年生が 

校内宿泊学習を行いました。主に自分自身の日常生活面 

について、これまで学習してきたことを生かしたり、友 

達と影響し合ったりしながら、「自分たちでやってみる」 

経験をしました。レクリエーションや布団運びなど馴れ 

ないこともありましたが、友達と協力し合いながら行う 

ことで、難しいことが達成でき、自信につながりました。この自信がこれからの毎

日に生かされ、やがて小学部のリーダーになっていきます。まさに、小学部の目指

す児童像「元気に 仲良く がんばる子」を体現した二日間でした。 

（文責：小学部主事 采女靖彦） 

≪中学部≫“自分から進んで活動に取り組む生徒” 

<中学部運動会> 

6 月に中学部知肢訪合同の運動会を行いました。「よさこいソーラン」では、各

グループでの見せ場があり、ソーラン節にのせて鳴子やパラシュートを用いて漁の

様子を表現したり、決めポーズを取ったりしました。赤白対抗の「ふじとくハリケ

ーン」「徒競走（60m）」「選抜リレー」では、体育の授業の成果を発揮する生徒の

姿が見られました。 

<作業学習> 

中学部の作業班は、工芸班、紙工班、縫製班、木工班、園芸班の 5 班で活動して

います。前期は、自分の作業内容を覚えて、家族や校内の先生方からアドバイスを

もらい、より良い製品作りに取り組みました。後期は、ふじとくまつりで作業製品

の販売を行い、当日は製作工程もたくさんの方々に見て頂きます。生徒達は、具体

的なもの作りを通して、仕事の楽しさや、面白さを見出してくれると思います。 

（文責：中学部主事 神原秀晃） 

工芸班    紙工班   縫製班   木工班    園芸班 

     

 

 



≪高等部 藤枝北高校との交流≫ 

 

 この度藤枝北高の園芸部さんから、「藤枝特支の生徒と何か一緒に活動したい！」

と熱烈なアプローチをいただき、夏休み中ではありましたが農耕班の生徒と一緒に

じゃがいもの植え付けを行いました。 

 北高の生徒さんから説明を聞き、一つ一つ動きを確認しながら取り組んだり、気

付いたところを「そこは自分がやります！」と自ら取り掛かったりするなど、生徒

同士やりとりをしながら進めることができました。 

 今回は一部の生徒のみの交流でしたが、収穫に向けて水やり等の世話があるた

め、より多くの生徒達にとって交流の場になることを期待しています。 

（文責：高等部主事 中村研司） 

   

≪１組（肢体教育）≫ 

今年度 1 組は、小学部一年に７人の新入生を迎え、小学部 25 人、中学部 10 人、

高等部 17 人の 52 人の児童生徒が在籍しています。 

1 学期の大きな行事と言えば、小中学部の運動会、高等部のスポーツ祭です。小

中学部は工事で体育館が使用できなかった為、別の会場で学部ごと集団種目を行い

ました。個々の実態、得意な動きに合わせた種目（課題）を設定し、日々の練習の

取り組むことで、本番ではその成果を発揮することができました。競技以外にも司

会進行や判定係、得点係、応援係、選手宣誓など、それぞれの役割を果たし、応援

に来てくれた保護者の前でかっこいい姿を見せることができました。 

 

 

 

 

 

 

   （文責：   

肢体統括主任  

斎藤雅行） 
 

 



≪訪問教育≫ 

今年度の訪問教育は、小学部２人、中学部 3 人、高等部１人の合計 6 人の児童

生徒が在籍しています。 

＜高等部スポーツ祭・中学部運動会＞ 

高等部スポーツ祭では、学校に来て友達と一緒に「ボーリング」に参加しました。

ピンをたくさん倒すことができました。中学部の運動会では、２人の生徒が学校に

来て参加しました。友達からの声援を聞いて、嬉しそうな表情で競技に参加しまし

た。 

＜集合学習＞ 

訪問教育の児童生徒が集まって学習 

しました。作った七夕飾りや短冊に 

書かれた願い事の紹介をしたり、 

「星にねがいを」の曲に合わせて合奏をしたり 

しました。そのあとは「ボッチャ大会」を 

やりました。とても盛り上がり、楽しいひと時 

を過ごしました。（文責：訪問主任 赤堀愛弓） 

 

≪保健室より≫ 季節の変わり目の体調管理について 

10 月は夏の疲れが体に溜まっている中で、昼夜の気温変化が激しくなり体調を 

崩しやすくなります。季節の変わり目に備えて体調管理を行いましょう。 

バランスの良い食事を摂りましょう 

夏の暑さによる疲れから食事が十分に摂れないと栄養バランスが乱れ、免疫力の低下や自律神経

の乱れに繋がります。栄養バランスの良い食事を 1 日 3 食規則正しく摂取することを心がけま

しょう。また、できるだけ冷たいものは避け温かいものを飲んだり食べたりしましょう。 

服装の調節をしましょう 

季節の変わり目は朝晩と日中、また室内と屋外でも気温差が激しくなります。環境や気温によっ

て上着で調節する等、服装の工夫を心がけましょう。 

きちんと睡眠をとりましょう 

睡眠をしっかりとることで疲れから回復しやすくなります。夜は決まった時間に就寝し、寝る直

前までテレビや携帯電話の画面を見ることは避けましょう。 

（文責：養護教諭 大畑茉優） 

『ひびき合い つくり合う』 
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